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１９３９年理化学研究所コン

ツェルンの一社として創業。本社

は創業以来、東京都板橋区小豆沢。

２０１５年開発センター、２０２０年生産

センター（いずれも埼玉県春日部
しゅんこう

市）竣工。産業用ガス検知警報機

器・分析計等の研究、開発、製造、

販売及びメンテナンス。資本金�

億６，５５０万円。２０２１年度売上高３２２

億円。従業員数１，１８５人。国内営

業所�拠点、サービスステーショ

ン�拠点。

　１９８１年日本大学生産工学部卒、理研計

器入社。２００９年取締役執行役員、２０１７年

取締役専務執行役員などを経て２０２１年４

月代表取締役社長。�歳。東京都出身。

　
「
人
々
が
安
心
し
て
働
け

る
環
境
づ
く
り
」
を
経
営
理

念
に
掲
げ
る
産
業
用
ガ
ス
検

知
警
報
機
器
メ
ー
カ
ー
「
理

研
計
器
」
。
今
年
４
月
に
社

長
に
就
任
し
、
新
た
に
経
営

の
か
じ
取
り
を
担
う
小
谷
野

純
一
社
長
に
、
事
業
の
展
望

と
ガ
ス
事
業
者
と
の
関
係
強

化
に
つ
い
て
聞
い
た
。

―
―
ガ
ス
業
界
と
の
接
点

と
そ
の
技
術
的
な
強
み
は
。

　
１
９
３
９
年
創
業
以
来
、

▽
石
炭
、
石
油
、
ガ
ス
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
産
業
▽

戦
後
復
興
期
か
ら
高
度
成
長

期
の
火
力
発
電
所
、
石
油
精

製
所
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
▽
日

本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

た
半
導
体
産
業
▽
液
晶
、
太

陽
電
池
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
産
業
―
―
な
ど
時
代
と

共
に
産
業
構
造
は
変
化
し
、

ガ
ス
の
用
途
・
測
定
す
る
目

的
も
変
化
し
て
い
る
。

　
「
ガ
ス
」
と
い
っ
て
も
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
爆

発
性
ガ
ス
、
人
体
を
害
す
る

毒
性
ガ
ス
な
ど
そ
の
特
性
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ガ
ス
検

知
器
で
も
用
途
に
応
じ
、
低

濃
度
の
ガ
ス
を
検
知
す
る
も

の
、
高
濃
度
の
ガ
ス
を
検
知

す
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
酸

欠
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の

な
ど
測
定
目
的
も
多
岐
に
わ

た
る
。
こ
れ
ら
の
特
性
・
目

的
を
一
つ
の
セ
ン
サ
ー
で
対

応
で
き
る
と
良
い
が
、現
在
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
原
理
は

存
在
し
な
い
。
基
本
的
に
１

種
類
の
ガ
ス
に
対
し
て
１
つ

の
セ
ン
サ
ー
が
必
要
で
あ

り
、
ガ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て

必
要
な
原
理
や
方
法
は
異
な

る
。
こ
れ
ま
で
当
社
は
、
お

客
さ
ま
の
要
望
に
応
え
る
た

め
に
多
種
多
様
な
原
理
・
技

術
を
駆
使
し
、
セ
ン
サ
ー
を

ほ
ぼ
全
て
自
社
開
発
し
て
き

た
。
こ
の
技
術
力
・
ノ
ウ
ハ

ウ
が
当
社
の
強
み
で
あ
り
、

お
客
さ
ま
か
ら
新
た
な
要
望

が
出
て
き
た
際
に
も
ご
協
力

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

―
―
培
っ
た
技
術
力
を
今

後
生
か
す
市
場
分
野
は
。

　
世
界
的
な
半
導
体
不
足
か

ら
、
各
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が

工
場
を
増
設
、
新
設
す
る
現

状
が
続
く
中
で
、
特
殊
材
料

ガ
ス
の
検
知
器
は
需
要
が
多

い
。
半
導
体
業
界
は
さ
ら
に

発
展
が
見
込
ま
れ
、
今
後
も

注
力
し
て
行
く
。
　

　
も
う
一
つ
は
、
脱
炭
素
社

会
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
世
界

全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減

が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
を

定
量
的
に
測
定
す
る
際
に

も
、
ガ
ス
検
知
器
の
需
要
が

見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

８
「
働
き
が
い
も
経
済
成
長

も
」
を
構
成
す
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
８
・
８
に
「
す
べ
て
の
労

働
者
の
権
利
を
保
護
し
、
安

全
・
安
心
な
労
働
環
境
を
促

進
す
る
」
と
あ
る
。
ま
さ
に

こ
の
部
分
が
当
社
の
経
営
理

念
と
一
致
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
・
経
営
理

念
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
ガ
ス
検
知
器
を
い
か
に
多

く
ご
利
用
い
た
だ
く
か
が
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
良
質

で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
製
品
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
私
ど
も

の
使
命
だ
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
な
社
会
の
実
現
」
が

叫
ば
れ
る
中
で
、
人
命
を
守

る
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
環

境
を
守
る
こ
と
も
重
要
と
な

っ
て
い
る
。
自
然
生
態
系
に

有
害
な
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
て

い
な
い
か
を
測
定
す
る
分
析

的
な
事
業
に
も
今
後
、
進
出

を
検
討
し
て
い
る
。

―
―
「
水
素
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
推
進
協
議
会
」
に
今

年
５
月
加
入
さ
れ
た
。
　

　
水
素
の
製
造
・
運
搬
・
使

用
と
す
べ
て
の
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
で
ガ
ス
検
知
器
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

プ
ロ
セ
ス
制
御
用
の
測
定
器

を
提
供
し
、
環
境
負
荷
の
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
に
協

力
し
て
い
き
た
い
。

―
―
創
立
�
周
年
（
２
０

２
９
年
）
に
向
け
て
、
「
堅

実
か
ら
脱
皮
し
売
上
高
５
０

０
億
円
を
目
指
す
」
と
大
い

な
る
目
標
を
掲
げ
ら
れ
た
。

　
私
が
入
社
し
て
�
年
余
り

赤
字
に
な
っ
た
こ
と
が
な

く
、
こ
の
�
年
近
く
は
年
平

均
約
５
％
の
売
上
高
の
成
長

を
続
け
て
い
る
。
単
純
計
算

で
こ
れ
を
継
続
し
て
い
け
ば

�
周
年
に
は
売
上
高
５
０
０

億
円
企
業
を
目
指
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
少

な
く
と
も
私
の
代
で
目
標
達

成
へ
の
道
筋
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
海
外
の
ガ
ス
検
知

器
メ
ー
カ
ー
は
多
数
存
在
す

る
。
そ
の
中
で
当
社
は
、
ガ

ス
検
知
器
に
限
っ
た
売
上

で
、
３
強
に
次
ぐ
４
位
に
位

置
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

直
近
の
目
標
と
し
て
、
ガ
ス

検
知
器
の
売
上
高
世
界
第
３

位
を
目
指
し
た
い
。

―
―
ガ
ス
業
界
に
対
す
る

協
力
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
国
内
の
ガ
ス
業
界
の
工
場

は
、
戦
後
に
建
設
さ
れ
た
工

場
が
多
い
。
国
内
産
業
が
伸

び
悩
む
中
、
工
場
を
新
設
す

る
大
き
な
投
資
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
長
年
操
業
を
続

け
て
い
る
工
場
で
は
、
老
朽

化
を
起
因
と
す
る
事
故
も
多

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
先
ほ
ど
触
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
に
も
あ
る
「
安
全

・
安
心
な
労
働
環
境
を
促
進

す
る
」
と
い
う
点
で
、
そ
の

環
境
づ
く
り
に
協
力
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
単
純
に

製
品
を
ご
使
用
い
た
だ
く
だ

け
で
は
な
く
お
困
り
事
が
あ

れ
ば
、
是
非
ご
相
談
い
た
だ

き
た
い
。
�
年
培
っ
て
き
た

技
術
力
を
活
用
し
、
何
ら
か

の
形
で
皆
さ
ま
の
安
全
・
安

心
に
ご
協
力
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
当
社
は
経
営
理
念
の
ほ
か

に
、
「
見
え
な
い
危
険
を
、

見
え
る
安
心
に
」
を
近
年
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
こ
の
「安
心
」

と
は
、
労
働
環
境
の
危
険
か

ら
現
場
で
働
く
皆
さ
ま
を
守

る
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な

く
、
安
心
操
業
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い

る
。
安
心
操
業
、
事
業
の
成

長
に
当
社
が
ご
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
共
に
成
長
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
大
坪

信
剛
）
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